
１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

82 117
110 103

89 108
94 110

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

113.7 121.1

83.24 147.4

172.7 60.28

139.9 96.59

65.49 158.5

99.11 128.8

84.34 111.2

100 114.2

72.68 250.7

100.4 103.3

94.12 116.4

57.66 123.1

43.8 113.6

166.7 87.34

65.71 133.4

88.46 122.4

82.46 112

174 83.13

94.14 106.7

92.78 101.7

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 1,052,201 735,258 1,787,459 271,050,688

加工野菜 11,192 7,202 18,394 1,585,191

花き

その他

冷凍食品

計 1,063,393 742,460 1,805,853 272,635,879

一般果実 389,397 563,997 953,394 174,782,066

加工果実 0 9,991 9,991 0

その他

冷凍食品

計 389,397 573,988 963,385 174,782,066

1,452,790 1,316,448 2,769,238 447,417,945

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表（ 4年  2月分）

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,800

野
菜

本年２月の野菜は、1月以来全国的に低温、少雨という天候が続いたため、多くの品目で生育停滞が見られた。露地重量野菜について
は安値継続していた白ねぎ、白菜、キャベツ等が中旬以降、品質低下による出荷減となり価格が上昇。洋才類についてはレタス、ブ
ロッコリー等は荷動きによる相場の上げ下げはあったものの出荷の増量、安定感なく高値どまり。果菜類についてはきゅうり、ピーマンが
低温、日照不足の影響で上旬高値となった。土物類については馬鈴薯、玉ねぎは後続産地が若干ではあるが出始めるも依然として高
値継続。２月の野菜全体の入荷量は前年比８２％平均単価は２３９円で前年比１１７％であった。

果
実

2月の主力品目は、みかん・いちご・中晩柑。みかんは単価高であったが年明け前からの流れや低気温の影響あり、順調な
販売であった。いちごは端境期の影響もあり数量不足が続き、厳しい販売となった。中晩柑（甘平・いよかん・甘夏）の方はみ
かんや低気温の影響もあり、荷動きが鈍い状態が続いた。

969 320

239

主 要 品 目 市  況  の  概  要 入荷数量

野

にんじん

愛知県産の販売。太物中心に、月を通して安定入荷。不作であった昨年比
からは単価落ち込むも平年並みに推移。 221

だいこん

千葉・鹿児島県産の販売。上旬以降、低温・干ばつの影響で数量減少、量
販店安値での売り込み続き、全国的な引き合い強く、月を通して高値推移。 149 115

85

愛知県産の販売。月を通して安定入荷。上旬は小玉・下旬にかけて大玉傾
向。春キャベツを中心に販売。引き強く、高値推移。 222 103

キャベツ

298

たまねぎ

北海道産は貯蔵量不足と雪の影響で入荷減の状態
新玉葱は寒波の影響で各産地全体量が少ない状態
玉葱・新玉葱は引合いが強く高値が続いた

266 188

菜

きゅうり

高知県販売。1月の単価安、重油高騰影響で加温設定弱めで曇天の日も多くあり
出荷減単価高になった。中旬以降は天候回復も気低く入荷伸び悩み例年より単価
高に推移。3月に向かい関東産地も出始め平年並みに入荷する。

70 386

いよかん

本年は小玉中心の販売で、L・M中心でした。（例年は３L・２L)食味は良かっ
たが、荷動きは鈍い状態が続いた。 60

みかん

和歌山県産中心の入荷。M・S中心で品質・食味共に良好でした。数量減・
単価高で推移した。 192

実

いちご

1番果と2番果の端境期が長く、愛知・岐阜県産は2月下旬よりピーク。大粒
主体で出荷され、食味も良かった。 47

200

サンフジ

青森県産の入荷。出荷量が少なく単価高で推移。
46 383

果

3,467,214 5,052,405

1,508

バナナ

2月も中南米バナナの入荷が不安定なことと中国の引き合いがより強まり、日
本への入荷量全体が減少傾向となった。 257 176

193,915,699

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

190,448,485 461,499,173

6,651,520 6,651,520

158,613,250 333,395,316

466,551,578

合計 352,528,949 799,946,894

果
 
 

実

151,961,730 326,743,796


